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という Sigmund Freud の説等について先行研究をレビューした。第３章では，分離体
験によってもたらされる心的世界に関する理論展開を，母子観察に基づく理論
（Margaret Mahler, John Bowlby）と，精神分析臨床実践に基盤を置いた心的発達論
（Melanie Klein, Wilfred Bion）について概観し、特に本研究の主題である「分離体験」
の淵源を遡って Bion の理論に注目し、欲求不満への不耐性が精神病理と繋がることを
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者が主として基づくのは Melanie Klein の創始したクライン学派理論であり、そこには
後継者 Hanna Segal や Herbert Rosenfeld、同学派から派生してさらなる理論的な進化を
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しこれらの点は本論文の本質的な価値を決して損なうものではなく、むしろ本研究の
将来の発展形に組み込まれるべき新たなるテーマであると判断された。  
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